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での歩行やストレッチなど、小グループで同じプ
ログラムを行い、後半10分間はフリータイムとし
ている（写真３）。後半10分間を浮き輪を使って
のリラックスタイムとして楽しむ利用者が大勢い
る（写真４）。「私たちスタッフは水中リハビリを
身体の機能改善に加え、こころのケアの場と捉え
ています。プール内では普段できない動作ができ
るので利用者に“できる”と感じてもらう場とな
っており、それが自信となり、陸上リハビリへの
前向きな姿勢へとつながっていきます」（荒明さ
ん）。
「裸の付き合いだ」と言う利用者も多く、小グ
ループの水中リハビリは活発なコミュニケーショ
ンにもつながっており、フロアスタッフからも
「利用者の表情が変わった」という声が聞かれる。
女性利用者は「どの水着を着ていこうか」、「どれ

が似合うかしら」と楽しんでいる様子だ。
こうした「水」を活用した取り組みが利用者の
こころが動くきっかけとなり、結果として在宅復
帰へ結びつくという。

特徴を生かした取り組み
3つの柱「水」「蔵」「食」

「水」を用いた取り組みのほかに「蔵」や「食」
といった施設ならではの特徴を生かし、利用者の
満足度向上をめざす。
里山がまだ残り田園が広がる丘陵地帯にある当
施設の中心には、シンボルとして親しまれている
「蔵」が建っており、小田急線黒川駅のホームか
らもひと際目を引く。
蔵は大正 5 年に建てられたもので、車椅子でも
入れるよう内部を改装し、音楽療法・回想療法な

水中リハビリで心身のケア
プールで“できる”を感じてもらう

アクアピア新百合の特徴の 1 つに温水プールを
用いた水中リハビリがある。「老健施設のなかでも
温水プールが完備されている施設は多くありませ
ん。そしてこのプールにこそ、開設者である石田
和彦理事長の強い想いが込められています」と赤
池理事は話す。
以前、石田理事長の母親が転倒骨折した際、自
ら近所の温水プールへ赴きリハビリを行った。そ
こで順調な回復ぶりをみせた経験がプールをつく
るきっかけとなった。
近年、温水プールを用いたリハビリが注目され
ている。例えば、水中では浮力がはたらき、膝や
腰等の関節への負担を軽減できるため高齢者にも

適している。また全身に水圧が加わることで効率
的な運動が可能になり、加えて血行がよくなるこ
とから腫れやむくみの改善の効果がある。
水中リハビリは「こころが動けばからだが動く」
をモットーに、陸上リハビリと連携しながら入所
者にも通所者にも行っている。1 クール30分間、
平均 6 名の利用者がプログラムに参加し、3 名の
インストラクターが対応にあたる（写真１）。イ
ンストラクターは 6 名、なかには健康運動実践指
導者や日本健康運動指導士の有資格者がおり、専
門的な知識を生かしたリハビリプログラムを提供
している。
「新しいものよりも慣れ親しんだものを好むと
いう高齢者の特性を念頭に置き、プログラムを作
成しています」と健康運動実践指導者の荒明さん
は話す（写真２）。プログラムの前半20分は水中
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環境やかかわりで
利用者のこころを動かす

介護老人保健施設アクアピア新百合
（神奈川県川崎市・入所定員150名・通所定員53名・独立型）

編集部

写真1 15m×3mの温水プール。同時に最大8名の
リハビリが行える

写真2 水中リハビリインストラクターの荒明さん。
健康運動実践指導者の資格を持つ

写真3 水中リハビリの一幕。グループみんなで声を
かけながらストレッチを行う

写真4 浮き輪を使ったリラクゼーション。20分間の
プログラム終了後のおなじみの光景となっている

写真5 大正5年に建てられた蔵はアクアピア新百合の
ランドマークとして親しまれている

写真6 蔵を使った音楽療法。オートハープのリズムに
合わせて歌を楽しむ
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からず、戸惑ってしまう。
例えば、傾聴ボランティアでは利用者と話した
内容をノートに記録してもらい、その情報をケア
マネジャーや現場スタッフにも共有する工夫をし
ている（写真11）。「ボランティアをケアやリハビ
リの一環と捉え、包括的な活動に位置づけること
で利用者の満足度につなげるだけではなく、ボラ
ンティアの方にもやりがいを感じてもらえるよう
配慮しています」と大橋さんは説明する。
このようにボランティアの立ち位置を明確にし、
スタッフとの信頼関係のなかでボランティアに参
加し、よかったと感じてもらうことで、継続して
この活動・交流が可能になっているという。
利用者のなかにはボランティアとして参加する
方もいる。例えば、茶道の心得のあるデイケア利
用者にお茶会の先生として参加してもらっている。
（写真12）。「その方のキャリアを活かし、いつもと
は違う立場でボランティアを楽しんでいただいて
います」と赤池理事は言う。
こうした利用者をも巻き込んだボランティア活
動は、入所者に外部の刺激を提供し知的好奇心を
満たす場として利用者からは喜ばれており、毎月
刊行する施設の広報紙『広報　アクアピア新百合』
やホームページ上で紹介し地域に情報発信してい
る。

大規模アンケートの実施で
利用者の声を現場のケアに生かす

当施設では、平成23年 8 月に介護サービスのい
っそうの充実をめざすために、全利用者と家族に
対してアンケートを実施した。「サービス満足度ア
ンケート」という22項目の質問に対する5 段階評
価と自由記述を含めた質問用紙を配布し、後日集
計結果をホームページ上に掲載した。
「ご利用者様・ご家族様からの生の声を聞くこ
とで施設のサービス向上に活かしていきたいです。
多くは好意的な意見でしたが、改善点を指摘され
たものもいくつかありました。それらを教訓にす
ることでスタッフのモチベーションにつなげてい
くため、すべての情報を開示しました」と綿貫事
務長はアンケート結果の開示までの経緯を説明す
る。利用者だけではなく、家族・地域の方を含め
て「お客様」と捉え、相手に対する思いやりを忘
れないことを心がけている。
「アンケートを実施したことによりサービスに
対する客観的な評価がわかりました。また、それ
以上に利用者・家族の生の声を聴けたことが大き
な成果です」と赤池理事は話す。例えば、「ネーム
カードが小さくてスタッフの名前がわからない」
と利用者からの意見があった。すぐさま現場スタ
ッフと相談をし、名前をゼッケンに大きく書くこ

どのリハビリの場として、またレクリエーション
や年間行事の際にも活用している（写真５・６）。
毎年秋ごろに行う収穫祭では、施設内の畑で栽
培したサトイモ・サツマイモを職員と利用者が一
緒に収穫し、ここで芋煮会を催すため、自在鍵を
吊るした囲炉裏や畳を敷いている。幼い頃、自宅
に蔵があった方も多く、「懐かしい」、「落ち着く」
との声も聴かれ、利用者の心休まる安らぎの空間
として好評だ（写真７・８）。
蔵の景観は隣接する池や庭とともに人気がある

（写真９）。「晴れた日には池の水面に蔵の白壁が映
り、そのなかを色鮮やかな金魚が泳ぐ姿に利用者
の顔も和みます」（広報・ボランティア責任者　大
橋さん）。
「食」については選択食を開設当初から取り入
れている。昼食で 2 つのメニューを用意しており、

どちらかを選択してもらう。利用者の意思を尊重
し、与える食事ではなく、選んでもらう食事の提
供を大切にしている。当施設の食事に関する特徴
的な取り組みに大型液晶画面の使用がある（写真
10）。視覚的に料理を提示することで利用者が選
択しやすくなる。また、昼食時までは提示されて
いるので何時でも気軽にメニューを確認すること
ができる。

利用者を巻き込んだ
地域密着型のボランティア活動

アクアピア新百合では、多くのボランティアの
方々に参加していただくために、さまざまな工夫
をしている。施設に来ていきなり、「はい、ではや
ってください」では、高齢者とかかわりの少ない
ボランティア参加者の場合はどうすればよいかわ
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写真7 年に一度の収穫祭。スタッフの子どもも参加する
施設の一大イベント

写真8 芋煮会では蔵を開放。利用者からは
「懐かしい」との声が聞かれる

写真9 テラス席は蔵と庭の景観を楽しむための
憩いの場となっている

写真10 大型モニターで選択食（昼食）を表示

写真11 傾聴ボランティアの様子 写真12 デイケア利用者がボランティアの先生を務める
初夏のお茶会
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施設には62ある個室のなかで酸素吸入・喀痰吸
引の機能を備えた個室が25室ある（写真15）。も
ちろん他の個室と同様の利用料である。「当初、25
室は多いなと思いました。しかし、老健施設は病
院と異なり個室は住居空間そのものですので、急
な部屋の変更は大変です。入所者の命を守るとい
う意味ではそういった設備の部屋が多くあること
で私たち看護師は助かっています」と佐藤理事は
話す。個室の酸素吸引などの設備はまさに利用者
の命を第一に考えた形である。
利用者一人ひとりの生活を支えるためには、介
護報酬で認められたリハビリやケア以外も必要な
らば行う。このような「無報酬の報酬」に基づい
た取り組みは結果的に利用者の満足度につながっ
ていくのだという。
また地域公開講座を開き、地域の人々の声を積
極的に集めている。施設にいては気づかないこと
も多く、情報の受け入れ口として今後も続けいく
方針だ（写真16）。

時代のニーズに合わせ
臨機応変なサービス提供を心がける

平成24年度の介護報酬改定を受けて、「これから
も地域に根ざした老健施設をめざして取り組んで
いきたい」として、「前々から肺炎・尿路感染症・
帯状疱疹については老健施設内で対応可能な疾病
と考えていたので、当施設としてはこの改定はあ
りがたかったです」と佐藤理事は話す。このほか
にも、新設された入所前後訪問指導についてもす
でにサービス提供を実施。また、在宅復帰・在宅
療養支援機能加算については来年度から申請でき
るように体制整備をするという。
平成21年度から認知症短期集中リハビリを実施
しており、施設特有のプールや蔵（回想法・音楽
療法）を用いたリハビリの効果を平成22年の全国

介護老人保健施設大会岡山で報告した。認知症
に対して、複合的なアプローチを毎日集中的に行
うことで一定の効果を出した。今後はこれまでの
経験を生かし、認知症行動・心理症状緊急対応加
算や認知症情報提供加算についてのサービス提供
を新規で行っていく考えだ。

地域に出て行く老健施設
トータルフォローの実現へ

「われわれは地域とのかかわりを大切にし、利
用者一人ひとりに信頼されるようなサービスを提
供していく老健施設――“こころのふるさと”で
ありたいと考えています」（大橋さん）。積極的な
情報発信だけではなく、これからは地域包括ケア
システムの中核的な役割を担う老健施設として、
より地域に出て行く方針を掲げる。
利用者の在宅復帰後も見守ることができるよう
現在法人内にある訪問介護・居宅介護支援事業所
と協力してアフターフォローを行っている。今後
は訪問リハビリ事業所・サービス付き高齢者向け
住宅を立ち上げる計画が進行しており、利用者が
在宅に戻った後も見ていくトータルフォローの体
制をめざす。
地域に根ざした老健施設になるには、利用者一
人ひとりの声に耳を傾け、さまざまなニーズに応
え、気持ちに寄り添った「こころの通った」サー
ビスの提供が重要だ。「利用者の方の声を1 つ残ら
ず吸い上げて還元していきたい。それこそが施設
も利用者も望む形だと思います」と話す綿貫事務
長の言葉に利用者の満足度向上をめざす熱い思い
が感じられる。特徴を生かし利用者のこころを動
かす取り組みの効果を最大限にするため、これか
らも利用者の一つひとつの小さな声を集める活動
が期待される。

とで問題解決を図り、試験的な取り組みを始めた
（写真13）。
また、入所前にもアンケートを実施しており、
老健施設に何を求めているのかを事前に知ること
で、各利用者に対して何をしていけばよいかを決
めている。入所後も適時アンケートが行えるよう
に、各フロアに質問用紙を用意しエントランスに
投函箱を設置している（写真14）。これらの情報
はすべて施設内の顧客支援相談室に集積され、現
場へフィードバックし、利用者のケアに取り入れ
る。
今後、アンケート実施回数を増やし、利用者・
家族の望む老健施設に近づけていくという。こう
した利用者の小さな一つひとつの声に反応してい
くことで利用者満足度の向上をめざす。

地域に信頼される施設をめざす
『老健施設のなかの老健施設たれ』

地域に信頼される老健施設をめざすため、当施
設は『老健施設のなかの老健施設たれ』というス
ローガンを掲げている。「老健施設の本来の役割で
ある、どのような状態の方でも受け入れ、在宅に
戻るためにお手伝いするのが私たちの責務です」
と看護師である佐藤理事は話す。
要介護度の重い方が地域外からの入所希望をす
る場合も多い。施設では特に経口移行への取り組
みには力を入れている。「食事はすべての基本」と
捉え、最近まで胃ろうで入所された14名の利用者
のうち6 名が経口移行に成功しており、「口から食
べることを諦めない」取り組みが着実に効果を示
している。

16●老健 2012.7

写真13 スタッフの名前を大きく書いたゼッケンは
アンケートで得られた声を反映したものだ

写真14 アンケートボックスをエントランスに設置。
利用者・家族の声は顧客支援相談室へ届けられる

写真15 施設内には酸素吸引と喀痰吸引機能を
備えている個室が25室ある

写真16 地域公開講座を開き地域の人々との情報交換に
力を入れる


